
既存住宅の涼房・採冷デザイン
簡単に実践できる外付けサンシェイド・冷放射シェルフのデザイン
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環境広場さっぽろ2016

直射日光により室温上昇 日射遮へいで室温の上昇を抑える 人体への冷放射でより涼しく

現　状 STEP.1 STEP.2夏に涼しく過ごすには…
●エアコンや扇風機を使うだけではなく、窓ガラスの外側での日
射遮へい（涼房）と、身体の近くに冷放射を放つモノ（採冷）を
組み合わせることで、夏季に涼しく過ごせるのではないかと考え、
研究を進めました。

1.

涼　房  ̶日射遮へい性を高めるしつらえ「外付けサンシェイド１号（ESS-1）」̶

寒冷紗

外付けサンシェイド  1 : 10実験対象室 平面図  1：60 窓サッシ詳細図  1 : 1 外付けサンシェイド１号  使用シーン

ESS-1 設置後の室内の温放射エクセルギーの総和 ESS-1 設置後の放射エクセルギーMAP（2015.08.30　13:00）
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●外付けサンシェイド１号を設置すること
で、室内の温放射エクセルギーの総和を抑
制していることがわかります。つまり、
ESS-1には室内を涼しくする（涼房）の効
果があると考えられます。

●外付けサンシェイド1号は、引き違い窓
の網戸レールにセットして使用します。網
戸レールを活用することで、効率的に、建
物本体を傷付けずに日射遮へいを行なうこ
とができます。
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採　冷  ̶冷放射エクセルギーを得る設え　「冷放射シェルフ１号（CRS-1）」̶

被験者の「涼しくなった」申告の累積申告回数被験者実験の様子

●保冷剤が身体の近くにある場合、人は涼
しさを感じるのかを明らかにするため、被
験者実験を行ないました。結果、経時変化
とともに、「涼しくなった」申告の総数は
増加したため、保冷剤のような小さな冷源
であっても、身体の近くにあることで、人
に涼しさ感を与えることができることが示
唆されました。
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3.

放射エクセルギーMAP（2015.08.30　13:00）

涼房＋採冷  ̶２つを組み合わせることで、温 を抑えて 冷 を得る̶
●右図は、対象室に外付けサンシェイド１号と冷放射シェルフ１号を設置した
場合の放射エクセルギー MAP です。放射エクセルギー MAP から、冷放射エク
セルギーは冷放射シェルフからのみ放たれていることがわかります。つまり、
外付けサンシェイド１号により室内の温放射エクセルギーを抑制した住環境を
形成し、そこに冷放射シェルフ１号を設置することで、効率的に冷放射エクセ
ルギーを得ることができ、涼しい空間を形成できると考えられます。 冷放射
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